
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 山形県立米沢栄養大学 

設置者名 山形県公立大学法人 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

健康栄養学部 

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
10  51 61 13  

 
夜 ・

通信 
      

 

 
夜 ・

通信 
    

 

 
 

 
夜 ・

通信 
      

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.u.yone.ac.jp/application/files/6917/4832/6797/R7.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.u.yone.ac.jp/application/files/6917/4832/6797/R7.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 山形県立米沢栄養大学 

設置者名 山形県公立大学法人 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.c.yone.ac.jp/organization/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 公認会計士 
2023.8.10～

※ 
経営 

非常勤 弁護士 
2023.8.10～ 

※ 
地域貢献・連携 

（備考） 

 ※令和 8年度についての財務諸表承認の日まで 

 

  

https://www.c.yone.ac.jp/organization/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 山形県立米沢栄養大学 

設置者名 山形県公立大学法人 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（１）シラバス作成に係る取組 

履修する学生が授業内容をイメージできるシラバスを目指し、必要に応じて改善

を加えている。 

また、より効果的な学習支援の充実のために、シラバス記載の充実という観点か

ら、授業評価アンケート等を活用して授業実施状況を確認し、学生の主体的学修へ

の取組みがより実現できるようなシラバスの作成に努めている。 

（２）シラバスの公表時期 

・学務システム及びホームページで４月１日から閲覧可能 

 

授業計画書の公表方法 https://www.u.yone.ac.jp/department/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（１）学修の評価は、山形県立米沢栄養大学履修規程に基づき実施する。 

学修の評価は、試験及び平常の成績等を総合して、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦで表

し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格として単位を認定する。 

 Ｓ 90点以上 100点まで 

 Ａ 80点以上 90点未満 

 Ｂ 70点以上 80点未満 

    Ｃ 60 点以上 70点未満 

Ｆ 60 点未満 

（２）各科目の評価の方法については、４月ガイダンスで配布する「履修・学生生活

の手引」及びホームページ(山形県立米沢栄養大学履修規程)で公表している。 

 

https://www.u.yone.ac.jp/department/syllabus/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価については、山形県立米沢栄養大学履修規程により定めており、ＧＰＡ値

及び成績順位を学生に公表している。 

 また、成績評価異議申立てに関する細則を定め、学生の問い合わせに対応できるよ

うにしている。 

 

【履修規程抜粋】 

第 12条 学修の評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦの５種の評語で表す。 

２ 前項のＳ、Ａ、Ｂ及びＣを合格として単位を認定する。 

３ 第１項の学修の評価は、試験及び平常の成績等を総合して次の基準により行う。 

Ｓ 90点以上 100点まで 

Ａ 80点以上 90点未満 

 Ｂ 70点以上 80点未満 

Ｃ 60点以上 70点未満 

 Ｆ 60点未満 

４ 再試験を行った者に対する学修の評価は、原則として、Ｃ又はＦとする。 

（総合学修評価） 

第 13条 前条の学修の評価に対し、次の各号に掲げるグレード・ポイント（以下 

「ＧＰ」という。）を定める。 

(1) Ｓ ４点 

(2) Ａ ３点 

(3) Ｂ ２点 

(4) Ｃ １点 

(5) Ｆ ０点 

２ 第 10条の規定により受験資格を喪失した授業科目のＧＰは０点とする。 

３ 履修登録した授業科目（不合格及び受験資格の喪失の授業科目を含む。）のＧＰ 

の平均（以下「ＧＰＡ」という。）を次の式により算定（小数点以下第三位を四捨五 

入するものとする。）し、総合学修評価を行うものとする。 

（履修した授業科目のＧＰ×その授業科目の単位数）の総和 

履修登録した授業科目の単位数の総和 

４ 前項に規定するＧＰＡは、本学において履修したすべての授業科目を対象とす 

る。ただし、次の各号に掲げる科目については、算定対象から除外する。 

(1) 学則第 15条から第 17条に定める科目 

(2) その他必要と認められる科目 

５ 不合格となった授業科目を再履修した場合は、再履修による学修の評価をＧＰ 

Ａの対象とする。 

 

 

 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.u.yone.ac.jp/application/files/6417/3762/654

9/eiyou_risyukitei.pdf 

 

ＧＰＡ ＝ 

https://www.u.yone.ac.jp/application/files/6417/3762/6549/eiyou_risyukitei.pdf
https://www.u.yone.ac.jp/application/files/6417/3762/6549/eiyou_risyukitei.pdf


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（１）卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（概要：ディプロマ・ポリシー） 

以下の知識、技術等を身に付けた人材の育成を目的とし、所定の単位を修得した

者に対し、「学士（栄養学）」の学位を授与する。 

①管理栄養士は、命の基本である食を通した支援を人々に行う役割を担うことから、

豊かな人間性と、その背景にある幅広く深い教養と知識を身に付ける。 

②少子高齢化社会の到来や、人々の価値観の多様性などによる食を取り巻く環境の

変化を受け、高度化かつ複雑化が進んでいる栄養に関する高度な専門知識と専門技

術を身に付ける。 

③本県の多彩な食材や豊かな食文化を健康づくりの実践に活用できる能力と合わ

せ、国際化が進んでいる食を取り巻く環境に対応できる国際的な視野を身に付け

る。 

（２）卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

 ①卒業要件 

 ・教養科目 33 単位以上（必修科目及び学長が別に定める選択必修科目を含み） 

・専門科目 91単位以上（必修科目及び学長が別に定める選択必修科目を含み） 

 ②卒業の認定及び学位 

 ・４年以上在学し、学則第 18条（卒業の要件)に定める単位を修得した者について

教授会の議を経て、卒業を認定する。 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/dp/ 

 

 

  

https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/dp/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 山形県立米沢栄養大学 

設置者名 山形県公立大学法人 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.c.yone.ac.jp/finance/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.c.yone.ac.jp/finance/ 

財産目録  

事業報告書 https://www.c.yone.ac.jp/finance/ 

監事による監査報告（書） https://www.c.yone.ac.jp/finance/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：山形県公立大学法人年度計画   対象年度：2025 ） 

公表方法： https://www.c.yone.ac.jp/application/files/9417/4252/5409/04___.pdf 

中長期計画（名称：山形県公立大学法人中期計画   対象年度：2021～2026 ） 

公表方法： https://www.c.yone.ac.jp/application/files/9117/3699/4103/dai3kicyukikeikaku.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法： https://www.c.yone.ac.jp/project/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： https://www.u.yone.ac.jp/outline/certification/ 

 

  

https://www.c.yone.ac.jp/finance/
https://www.c.yone.ac.jp/finance/
https://www.c.yone.ac.jp/finance/
https://www.c.yone.ac.jp/finance/
https://www.c.yone.ac.jp/application/files/9417/4252/5409/04___.pdf
https://www.c.yone.ac.jp/application/files/9117/3699/4103/dai3kicyukikeikaku.pdf
https://www.c.yone.ac.jp/project/
https://www.u.yone.ac.jp/outline/certification/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 健康栄養学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/） 

（概要） 

（１）人材の養成 

保健、医療、福祉、教育、企業、行政などの多様な場における活躍を通して、県民の

健康で豊かな暮らしの実現に寄与できる管理栄養士を養成すると共に、県内の各界に

おいて食を通した健康づくりを担っていくことができるよう、広い視野を持ちながら、

将来的に広く活躍できる人材を養成する。 

 このため、栄養に関する専門性を身に付けるほか、変化していく社会において、生

涯学び続け、主体的に考える力を有する人材を養成する。 

 また、食育の推進の役割を担うため、本県の多彩な食材や豊かな食文化を健康づく

りの実践に活用できる人材や、国際化が進んでいる食を取り巻く環境に対応できる国

際的な視野を有する人材を養成する。 

（２）地域と社会への貢献 

本学の前身である県立米沢女子短期大学は、給食施設等における栄養管理に携わる

栄養士を養成してきた。そして、栄養士の養成をとおし培ってきた人的資源と知的資

源を活用し、栄養と健康に関し、公開講座の開催、県・地元市の各種委員会への委員の

就任、県内の食品関連企業との共同研究などを行い、地域に根ざした短期大学として、

地域と社会への貢献に努めてきた。 

 ４年制大学である本学においては、栄養に関する高度な専門知識と専門技術を有し、

本県の食生活や、栄養と健康の特性に応じた支援を行っていくことができる管理栄養

士の養成を行うものである。短期大学から４年制大学になることにより、質と量の面

において、教員組織や研究機能の強化が図られることから、県民全体の健康づくりを

支援していくため、短期大学とは異なる観点により貢献活動を行うものである。 

 本学は、栄養と健康の研究に関するシンクタンク機能や、栄養に携わる者等に対す

る生涯学習の拠点機能を有することとしており、地域への理解を深め、地域とのかか

わりを重視している。 

 具体的には、栄養と健康に関する教育と研究を通し、県の健康づくりに関する施策

や事業に貢献するほか、県栄養士会等の関係団体と連携し、栄養に携わる者や関連の

職種に従事する者に対し、生涯学び続けるための学習機会の提供や、公開講座やシン

ポジウムの開催による情報発信等を行うなどしながら貢献していく。これらの貢献を

継続的かつ実効性を有しながら行うため、本学に「地域連携・研究推進センター」を設

け、地域と社会への貢献を確実に実施していくものとする。  

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：）https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/dp/ 

（概要）ディプロマ・ポリシー 

以下の知識、技術等を身に付けた人材の育成を目的とし、所定の単位を修得した者

に対し、「学士（栄養学）」の学位を授与する。 

①管理栄養士は、命の基本である食を通した支援を人々に行う役割を担うことから、

豊かな人間性と、その背景にある幅広く深い教養と知識を身に付ける。 

②少子高齢化社会の到来や、人々の価値観の多様性などによる食を取り巻く環境の変

化を受け、高度化かつ複雑化が進んでいる栄養に関する高度な専門知識と専門技術を

https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/
https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/dp/


  

身に付ける。 

③本件の多彩な食材や豊かな食文化を健康づくりの実践に活用できる能力と合わせ、

国際化が進んでいる食を取り巻く環境に対応できる国際的な視野を身に付ける。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/cp/） 

（概要）カリキュラム・ポリシー 

本学の教育課程は、教育研究上の理念とそれに基づく教育目標を達成するため、「教

養科目」と「専門科目」の２つの基本的枠組みで構成し、体系的な編成とする。 

 このほか、栄養教諭一種免許状の取得希望者向けに、教職科目として「栄養教諭に

関する科目」を配置する。 

<教育研究上の理念> 

豊かな人間性と、幅広く深い教養と知識のうえに、栄養に関する高度な専門知識と

専門技術を身に付けた国際的な視野を有する人材を育成し、教育と研究の成果に基づ

き地域と社会に貢献することにより、県民の健康で豊かな暮らしの実現に寄与する。 

<教育目標> 

１．幅広く深い教養と知識を身に付けた人間性豊かな人材の育成 

２．栄養に関する高度な専門知識と専門技術を有し健康を科学的・総合的に考え行動

できる人材の育成 

３．山形県の多彩で豊かな食を健康の維持と増進に活用できる人材の育成 

４．国際的な視野を有し地域と社会に貢献できる人材の育成 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/ap/） 

（概要）アドミッション・ポリシー 

 本学は、管理栄養士の資格の取得を前提とした教育を行うことから、必要な基礎学

力を有し、管理栄養士としての適性を有する者を受け入れることを基本方針とする。 

 このため、本学では、次のような学生を受け入れる。 

１．人との関わりを大切にできる人 

２．人間、健康、栄養そして食への関心が持てる人 

３．必要な基礎学力に加え、論理的な思考能力を有する人 

４．本学で学んだことを生かし、地域と社会に貢献したいと考えている人 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.c.yone.ac.jp/application/files/6717/4433/6811/R7_HP.pdf 

 

  

https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/cp/
https://www.u.yone.ac.jp/outline/philosophy/ap/
https://www.c.yone.ac.jp/application/files/6717/4433/6811/R7_HP.pdf


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

健康栄養学科 － 9 人 人 4 人 1 人 5 人 19 人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 25 人 25 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

https://www.u.yone.ac.jp/outline/faculty/#nutrition 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

ゼミや学外実習を除くすべての授業科目について、学生に対して授業評価アンケートを実施

し、各教員がアンケート結果を把握し精査のうえ、授業への反映と改善を図っている。（アン

ケート結果は学内のホームページで評定を公表しており、学生を含めた関係者が誰でも閲覧で

きるようにしている。） 

また、教育方法の改善及び学生指導力の向上を目指し、外部有識者の協力を得ながら、毎年

「授業改善ワークショップ」を開催し、全学的に教育研究上の理念と教育目標の達成に努めて

いる。 

 
 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

健康栄養学部 42 人 45 人 107.1％ 168 人 180 人 107.0％ 0 人 0 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 42 人 45 人 107.1％ 168 人 180 人 107.1％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

健康栄養学部 
43 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

40 人 

（93.0％） 

3 人 

（  7.0％） 

 
人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
43 人 

（100％） 

0 人 

（％） 

40 人 

（93.0％） 

3 人 

（  7.0％） 

https://www.u.yone.ac.jp/outline/faculty/#nutrition


  

主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【主な進学先】 

  

【主な就職先】 

 ＜県内＞山形県(管理栄養士)、株式会社いちご保育園、S.S.corporation株式会社、社

会福祉法人回春堂、公立置賜総合病院、社会福祉法人サンシャイン大森、医療

法人篠田好生会篠田総合病院、社会医療法人みゆき会みゆき会病院、地方独立

行政法人山形県・酒田市病院機構日本海総合病院、山形大学医学部附属病院、

エームサービス株式会社、株式会社カワチ薬品、株式会社ツルハ、日清医療食

品株式会社、株式会社メフォス、三和罐詰株式会社、株式会社ニチレイフーズ

山形工場、日東ベスト株式会社、丸松物産株式会社 

＜県外＞一般財団法人温知会会津中央病院、医療法人社団協栄会大久保病院、社会福祉

法人湖星会、湖山医療福祉グループ白山福祉会、医療法人社団筑波記念会筑波

記念病院、株式会社日本保育サービス、医療法人博仁会志村大宮病院、株式会

社ベネッセスタイルケア、株式会社ポピンズエデュケア、株式会社モード・プ

ランニング・ジャパン雲母保育園、株式会社カワチ薬品、医療法人社団翔舞会、

株式会社ドラッグストアモリ、日清医療食品株式会社、株式会社日本栄養給食

協会、日本ゼネラルフード株式会社、富士産業株式会社、株式会社三ツ和、株

式会社リロードエッジ、株式会社青木商店、赤城乳業株式会社、株式会社一家

ダイニングプロジェクト、イトウ製菓株式会社、ウエルシア薬局株式会社、SBC

メディカルグループ、越後製菓株式会社、株式会社オオゼキ、株式会社小国製

麺、株式会社クスリのアオキ、株式会社グリーンデリカ、元気寿司グループ、

株式会社サンデリカ、株式会社サンドラッグ、太子食品工業株式会社、タカラ

食品工業株式会社、TSR株式会社、株式会社デクノバース、トーニチ株式会社、

株式会社はま寿司、有限会社ファルマ、株式会社フードリエ、株式会社マーキ

ュリー、株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー、マッシュグループ、株式会

社美菜屋、株式会社武蔵野、山崎製パン株式会社、横浜冷凍株式会社 
 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

健康栄養学部 
45 人 

（100％） 

43 人 

（95.6％） 

2 人 

（4.4％） 

0 人 

（0％） 

0 人 

（ 0％） 

 
人 

（0％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
45 人 

（100％） 

43 人 

（95.6％） 

2 人 

（4.4％） 

0 人 

（0％） 

0 人 

（ 0％） 

（備考） 

 

 

 

 

 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画が把握できるシラバス作成に取

り組んでいる。 

（１）シラバス作成に係る取組  

履修する学生が授業内容をイメージできるシラバスを目指し、必要に応じて改善を加

えている。 

また、より効果的な学習支援の充実のために、シラバス記載の充実という観点から、

授業評価アンケート等を活用して授業実施状況を確認し、学生の主体的学修への取組み

がより実現できるようなシラバスの作成に努めている。 

（２）シラバスの公表時期 

・学務システム及びホームページで 4月 1日から閲覧可能 

 

⑥ 学 修 の 成 果 に 係 る 評 価 及 び 卒 業 又 は 修 了 の 認 定 に 当 た っ て の 基 準 に 関 す る こ と  
（概要） 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（１）学修の評価は、山形県立米沢栄養大学履修規程に基づき実施する。 

学修の評価は、試験及び平常の成績等を総合して、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦで表し、

Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格として単位を認定する。 

 Ｓ 90点以上 100点まで 

 Ａ 80点以上 90点未満 

 Ｂ 70点以上 80点未満 

    Ｃ 60点以上 70点未満 

Ｆ 60点未満 

（２）各科目の評価の方法については、シラバスの「評価方法」欄に記載している。 

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組概要） 

（１）卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（概要：ディプロマ・ポリシー） 

以下の知識、技術等を身に付けた人材の育成を目的とし、所定の単位を修得した者に対

し、「学士（栄養学）」の学位を授与する。 

①管理栄養士は、命の基本である食を通した支援を人々に行う役割を担うことから、豊か

な人間性と、その背景にある幅広く深い教養と知識を身に付ける。 

②少子高齢化社会の到来や、人々の価値観の多様性などによる食を取り巻く環境の変化を

受け、高度化かつ複雑化が進んでいる栄養に関する高度な専門知識と専門技術を身に付け

る。 

③本県の多彩な食材や豊かな食文化を健康づくりの実践に活用できる能力と合わせ、国際

化が進んでいる食を取り巻く環境に対応できる国際的な視野を身に付ける。 

（２）卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

 ①卒業要件 

 ・教養科目 33単位以上（必修科目及び学長が別に定める選択必修科目を含み） 

・専門科目 91単位以上（必修科目及び学長が別に定める選択必修科目を含み） 

 ②卒業の認定及び学位 

 ・4年以上在学し、学則第 18条（卒業の要件)に定める単位を修得した者について教授

会の議を経て、卒業を認定する。 

 



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

健康栄養学部 
健康栄養学科 124 単位 有・無 45 単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.u.yone.ac.jp/outline/facilities/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 
学部

名 

学科

名 

授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

健康

栄養

学部 

健康

栄養

学科 

535,800 円 

（県内） 

282,000 円 

（県外） 

564,000 円 

56,720 円 
実験実習費・学外研修費・学生教育研究災害傷害保険

料・ボランティア活動保険料 

 

 

⑨ 大 学 等 が 行 う 学 生 の 修 学 、 進 路 選 択 及 び 心 身 の 健 康 等 に 係 る 支 援 に 関 す る こ と  
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 ・学生が意欲と目的を持って学修に取り組めるよう、学生一人ひとりの学修目的及び

習熟度に応じた学修支援の充実を図る。 

 ①担任制 

  ②教員への相談（オフィスアワー制度） 

   各教員が学生からの学業や学生生活全般に関する質問、相談等に応じる時間を設

け、研究室等に待機する制度  

  ③学長や理事等と学生との意見交換会 

  ④障がい学生支援 

・日本学生支援機構の給付型奨学金の採用候補者である入学者が、授業料の減免申請

を提出した場合は、減免審査が終わるまで前期授業料の徴収を猶予している。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア支援センターを開設し、各種の就活対策講座、学内合同企業説明会、インタ

ーンシップ、公務員講座、ＯＢ・ＯＧとの交流、個別相談・アドバイス、ＥＳ・履歴書

添削、資料や関連図書・雑誌の閲覧、パソコンの利用等を行い、学生自らが目標とする

キャリアの実現に向け、教職員一体となった手厚い支援や指導を実施している。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

https://www.u.yone.ac.jp/outline/facilities/


  

（概要） 

担任教員や卒業研究担当教員による学生相談、看護師及びカウンセラーによる随時の

個別相談を通して、学生のメンタルヘルスに関する支援体制を実施している。また、障

がいの有無にかかわらず誰もが学びやすい就学環境づくりを目的とした障がい学生支援

を行っている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.u.yone.ac.jp/outline/educational_info/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.u.yone.ac.jp/outline/educational_info/


  

（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、当該欄に
「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第１号に掲
げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞれ大学等における
修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げる区分をいう。

年間

22人（　　　0）人

後半期

19人（　　　0）人

-

-

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

山形県立米沢栄養大学

山形県公立大学法人

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
21人（　　　0）人

-第Ⅰ区分

学校コード（13桁） Ｆ１０６２１０１０１１９２

（備考）

11人 -

内
訳

第Ⅲ区分 - -

（うち多子世帯） （　　　　　　0人） （　　　　　　0人）

（うち多子世帯） （　　　　　　0人） （　　　　　　0人）

第Ⅱ区分

-第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　　0人） （　　　　　　0人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 人 人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　　　0）人

22人（　　　0）人

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高等
専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以下の
ものに限る。）

0人 人 人

- 人 人

人 人

- 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを受けた
者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の

単位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

0人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことにより認定
の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消しを受け
た者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

 



  

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人

計 - 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の

単位時間数が警告の基準に該当）
0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ - 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を受けた
者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受けた者の
数

 


